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令和３年度
三条市安全・安心なまちづくり推進計画

進捗状況の評価について



事業No. 事業名 令和３年度成果目標 担当課 記載P

１ 広報啓発
活動

Ⅰ-1-①自転車鍵かけ運動
・警察と連携して、ロックの日鍵かけ運動を行い、市民の防犯意
 識啓発を高めることで自転車窃盗件数の減少を目指す。
【ロックの日】２回

環境課

P4

Ⅰ-1-②
スーパーにおける街頭啓発活
動

・特殊詐欺等被害防止啓発活動を定期的、又は被害状況等に応じ 
 て臨機的に行うことで、効率良く市民の防犯意識啓発を図る。

環境課

Ⅰ-1-③
「新潟県特殊詐欺・悪質商法
被害防止の日」の実施

・特殊詐欺等の最新の手口を地道に伝えて注意喚起を図っていく
 ことで、市民の防犯意識向上と被害の防止に努める。

環境課

Ⅰ-1-④広報、ホームページへの掲載
・市ホームページ、広報さんじょうを活用して様々な防犯情報等
 を周知することで、市民の防犯意識向上と犯罪被害防止に努め
 る。

環境課、市民
窓口課

２ 情報発信

Ⅰ-2-①三条市メールの配信
・不審者情報の配信を通じて児童生徒の安全を確保する。また、
 犯罪、消費者被害対策として、速やかに確実な情報を収集し、
 市民に必要な情報を提供することで犯罪等被害防止を図る。

環境課、市民
窓口課、小中
一貫教育推進
課

Ⅰ-2-②
事業者への情報提供、意識啓
発

・事業所の犯罪被害防止のため、商工会議所を通して防犯情報を 
 適宜速やかに提供する。

環境課

Ⅰ-2-③
防災無線を活用した犯罪被害
防止緊急放送

・特殊詐欺等の犯罪発生状況に応じて犯罪被害防止緊急放送によ
 り市民への注意喚起を行い、犯罪被害の拡大を防ぐ。

環境課

P5
３ 教室・教
育の充実

Ⅰ-3-①
薬物乱用防止教室等の特別授
業

・全中学校・義務教育学校後期課程で実施する。小学校・義務教
 育学校前期課程での実施率向上を目指す。

小中一貫教育
推進課

Ⅰ-3-②
関係機関と連携した児童・生
徒への指導

・三条市生徒指導研修会１回実施
・三条市学校警察等連絡協議会１回実施
・子ども若者・総合サポートシステム問題行動対応部会２回実施

小中一貫教育
推進課

Ⅰ-3-③
高齢者教室と連携した防犯講
話

・高齢者が集まる機会を活用して特殊詐欺等被害防止の講話を行
 い、高齢者の防犯意識向上を図る。

環境課

１ 計画概要

Ⅰ 意識づくり

　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。
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１ 計画概要

Ⅱ 地域づくり

犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 事業名 令和３年度成果目標 担当課 記載P

１ 自主活動
の促進

Ⅱ-1-①
防犯パトロールグッズの斡
旋

・支援を継続的に行っていくことで、地域の主体的な防犯活動を
 後押しする。

環境課

P5
Ⅱ-1-② 防犯協会負担金

・防犯協会の事業に対して財政支援を行うことにより、市民生活 
 の防犯意識の底上げに貢献する。
・学校、地域、金融機関等あらゆる市民層の防犯意識の底上げ

環境課

Ⅱ-1-③
防犯カメラの設置等に関す
る支援

・防犯カメラ設置希望の自治会等に対して適切なアドバイスを行
 い、設置、運用のサポートを行う。

環境課

２ 防犯力
の向上

Ⅱ-2-①
登下校時の見守りパトロー
ル

・児童生徒が安全に登下校できるように、ＰＴＡや自治会と協力
 しながら見守り体制の充実を図る。

小中一貫教育
推進課

P6

Ⅱ-2-② 子ども110番の家 ・子ども110番の家の現状把握に努め、周知を図る。
小中一貫教育
推進課(、環境
課)

３ 高齢
者・子ども
の安全確保

Ⅱ-3-① 高齢者家庭訪問
・市内各地域において従来の取組を継続することで高齢者との信 
 頼関係を築き、特殊詐欺被害防止へと繋げる。
・目標値：特殊詐欺被害の前年比減少

環境課

Ⅱ-3-② 高齢者への情報提供
・消費者被害に関する市民の意識・知見の向上と消費者被害の未 
 然防止

高齢介護課

Ⅱ-3-③ 高齢者等見守り事業
・地域住民による支え合い体制の構築、住み慣れた地域で暮らし 
 続けることができる環境の形成

高齢介護課

Ⅱ-3-④ 不審者情報の共有化
・警察署等の関係機関と連携を図り、児童生徒に危険がある事案 
 については各学校からのメール配信を通じて迅速に保護者等へ 
 周知、注意喚起を行い、犯罪被害の防止を徹底する。

環境課、子育
て支援課、小
中一貫教育推
進課 2



１ 計画概要

事業No. 事業名 令和３年度成果目標 担当課 記載P

１ 学校・
通学路・駅
等における
安全確保

Ⅲ-1-①
青少年指導委員によるパト
ロール

・犯罪抑止効果のある青色回転灯積載車の活用を図りながら、
 犯罪被害に合わないための効果的な巡回コースの設定や子ど 
 もへの安全指導に努める。

子育て支援課

P７

Ⅲ-1-② 敷地内パトロール
・青色回転灯搭載車両を使用し、目に見える「犯罪抑止活動」 
 を継続して実施する。また、巡回時、各コース内の小･中･高 
 等学校周辺の継続的な巡視を行う。

子育て支援課

Ⅲ-1-③
市職員による青色回転灯パト
ロール

・青色回転灯パトロールの実施可能な体制を維持しながら、職 
 員がパトロールに取り組みやすい仕組みを整える。

環境課

Ⅲ-1-④ 三条市通学路安全推進会議
・通学路危険箇所の改善要望について、具体的な協議を進める。
（小中一貫教育推進課）
・改善要望箇所の検討と改善を進める。（環境課）

小中一貫教育推
進課(、環境課、
建設課)

２ 道路・
公園等にお
ける安全確
保

Ⅲ-2-① 防犯灯、街灯の整備 ・地域からの要望に応えられるよう、早期設置を目指す。 建設課

P８

Ⅲ-2-② 公園の整備 ・適時、適切で計画的な管理を徹底する。 建設課

Ⅲ-2-③
自転車駐車場及び自転車駐車
場の管理

・定期的な駐輪場整理、放置自転車調査等を通して駐輪場の管
 理を適切に行い、自転車盗難等の犯罪被害を未然に防ぐ。

環境課

Ⅲ-2-④ 空家等の適正管理
・未改善の特定空家（97件）所有者等に対して、改善が見られ 
 るまで継続的に助言・指導を行う。

環境課

３ 住宅の
防犯性向上
と相談体制
の整備

Ⅲ-3-①
住宅等の防犯対策チラシの設
置

・様々な市民層が訪れる市役所という場所を活用し、効果的な 
 情報提供に努める。

環境課

Ⅲ-3-② 市民なんでも相談
・相談者が、安心して相談できるように確かな情報を収集し、 
 トラブルが解決するよう努める。

市民窓口課

Ⅲ-3-③ 相談体制の整備
・関係部署との連携を推し進め、的確な相談が行えるよう努め 
 る。

市民窓口課

Ⅲ 環境づくり
　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。
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事業No. 事業名 R3年実施状況 R4年実施方針 評価

Ⅰ－1－① 自転車鍵かけ運動 ・新型コロナウイルス予防対策のため、例年６月と９月に 
 行っていた三条警察署主催の自転車盗難防止を目的とした
 チラシや鍵かけ用品等の配布は行わなかった。

・警察と連携して、ロックの日鍵かけ運動
 を行い、市民の防犯意識啓発を高めるこ
 とで自転車窃盗件数の減少を目指す。
【ロックの日】２回

C

Ⅰ－1－② スーパーにおける街
頭啓発活動

・三条警察署や市内金融機関と連携を図り啓発活動を実施で
 きたが、新型コロナウイルス感染予防対策のため、例年よ 
 り縮小する形となった。

・三条警察署や市内金融機関と連携を図っ
 た啓発活動を今後も継続して行う。

C

Ⅰ－1－③ 「新潟県特殊詐欺・
悪質商法被害防止の
日」の実施

・窓口に来課した高齢者向けに、窓口に啓発チラシを設置し、注意
 喚起を行った。
・燕三条ＦＭで、「特殊詐欺被害の防止」として、周知と注意喚起 
 を行った。
・警察と合同で、コンビニエンスストア等で特殊詐欺被害防止に貢 
 献された事業者や個人に対して、感謝状を贈呈した。（４件）

・引き続き関係機関や関係部署等へ周知協 
 力依頼を行い、特殊詐欺等被害防止の広 
 報活動を広く行う。

B

Ⅰ－1－④ 広報、ホームページ
への掲載

・特殊詐欺前兆事案、不審者事案、盗難事件注意等の防犯情報を市
 ホームページに掲載したほか、Twitterも活用して注意喚起を行っ
 た。(環境課)
・広報さんじょうに毎月１回「ストップ消費者被害」として相談事
 例やその対処法についての記事を掲載し、同内容を市ＨＰにより   
 周知を行った。（市民窓口課）
【参考】燕三条ＦＭに毎月１回「気をつけてこんな相談ありまし
 た」として特殊詐欺等の周知を行った。(市民窓口課)

・市ホームページ、広報さんじょうを活用 
 して様々な防犯情報等を周知することで、 
 市民の防犯意識向上と犯罪被害防止に努 
 める。

B

Ⅰ－2－① 三条市メールの配信 ○安心・安全情報メール（特殊詐欺注意喚起等）
 配信回数：33回
 登録者数：12,597人（R4/2/22時点）

○消費者トラブル情報（悪徳商法等）
 配信回数：1回
 登録者数：3,293人(R4/2/10時点)

○不審者情報（小学校単位）
 配信回数：20回

・引き続き事案の発生状況等を踏まえてメール 
 配信を行うとともに、市民が多く集まる機会 
 等を利用してメール登録の広報活動を行って 
 いく。(安心・安全情報メール)
・引き続き消費生活出前講座等の機会に積極的 
 にメール配信登録を勧め、配信回数を増やす 
 ように努めたい。(消費者トラブル情報)
・今年度同様、関係機関との連携を図り不審者 
 情報を速やかに配信する。引き続き、各学校 
 から保護者へメール配信登録の呼び掛けを行
 う。(不審者情報)

B

Ⅰ－2－② 事業者への情報提供、
意識啓発

・例年２月に開催される新潟県主催の事業所防犯講習会の案
 内を商工会議所へメールマガジン等により市内各事業者へ
 周知するよう依頼していたが、今年度の講習会は未実施

・事業所の犯罪被害防止のため、商工会議 
 所を通して防犯情報を適宜迅速に提供す
 る。

C

 Ⅰ 意識づくり
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２ 令和３年度三条市安全・安心なまちづくり推進計画の実施状況（概要）

【評価項目】
 A…成果目標以上の成果に達成したもの   B…成果目標どおり   C…成果目標に達成しなかったもの



事業No. 事業名 R3年実施状況 R4年実施方針 評価

Ⅰ－2－③ 防災無線を活用
した犯罪被害防
止緊急放送

・該当する事案が頻発する事態ではなかったため、放送は
 実施しなかった。

・特殊詐欺等の犯罪発生状況に応じて犯罪被 
 害防止緊急放送を行うことで注意喚起を行 
 い、犯罪被害の拡大を防ぐ。

B

Ⅰ－3－① 薬物乱用防止教
室等の特別授業

・中学校・義務教育学校後期課程はすべての学校で通常
 年１回の薬物乱用防止教室を開催しているが、新型ウ 
 イルス感染症の影響により実施を見送っている。感染状
 況を踏まえ今年度中に実施するよう努める。

・全中学校・義務教育学校後期課程で実施す 
 る。
・小学校・義務教育学校前期課程での実施率 
 向上を目指す。

C

Ⅰ－3－② 関係機関と連携
した児童・生徒
への指導

・三条市生徒指導研修会（５月７日実施）
・三条市学校警察等連絡協議会（中止→資料配付)
・子ども・若者総合サポートシステム問題行動対応部会実
 務者会議（紙面協議）
・ネットトラブル防止教室（各学校で実施）

・ネットトラブル防止教室の継続的な実施を 
 推進する。また、各学校の生徒指導担当者 
 の研修を充実させ、いじめ問題等の未然防 
 止、早期発見、即時対応を指導していく。

B

Ⅰ－3－③ 高齢者教室と連
携した防犯講話

・中央公民館で行われている「ふるさと映画村」（申込不
 要・入場無料の上映会）において「巧妙化する詐欺手口 
 に備える～だまされないための五箇条～」を上映し、特 
 殊詐欺被害防止啓発チラシを配布した。
・９月に高齢者団体の集会に出向き、特殊詐欺被害防止講 
 話を行った。

・最新の犯罪手口等について情報を共有する 
 など、警察署と連携を図りながら、効果的 
 な取組を行う。

B

 Ⅰ 意識づくり
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２ 令和３年度三条市安全・安心なまちづくり推進計画の実施状況（概要）

 Ⅱ 地域づくり

事業No. 事業名 R3年実施状況 R4年実施方針 評価

Ⅱ－1－① 防犯パトロー
ルグッズの斡
旋

・防犯協会と連携を図り、パトロールグッズ（パトロール
 用蛍光ベスト、誘導棒）の購入補助について自治会へ案 
 内し、５自治会から要望があった。

・支援を継続的に行っていくことで、地域の
 主体的な防犯活動を後押しする。

B

Ⅱ－1－② 防犯協会負担
金

・令和３年４月１日現在の三条市人口
 96,517人×10円＝965,170円の負担金を支出。

・防犯協会の事業に対して財政支援を行うこ
 とにより、市民生活の防犯意識の底上げに 
 貢献する。
・学校、地域、金融機関等あらゆる市民層の
 防犯意識の底上げ

B

Ⅱ－１－③ 防犯カメラの
設置等に関す
る支援

・三条市防犯協会が実施している防犯カメラ設置費補助事
 業について、自治会や防犯関係団体に情報提供し、事業 
 の推進に取り組んだ。

・来年度、市が小学生が日常的に通る通学路
 を優先し、防犯カメラ55台を設置する。

A

【評価項目】
 A…成果目標以上の成果に達成したもの   B…成果目標どおり   C…成果目標に達成しなかったもの

【評価項目】
 A…成果目標以上の成果に達成したもの   B…成果目標どおり   C…成果目標に達成しなかったもの



２ 令和３年度三条市安全・安心なまちづくり推進計画の実施状況（概要）

事業No. 事業名 R3年実施状況 R4年実施方針 評価

Ⅱ－2－① 登下校時の
見守りパト
ロール

・ＰＴＡや自治会など、保護者や地域の協力を得ながら全学
 校で見守りパトロールを実施した。クマの出没が確認され
 た地域の学校では、教職員や小中一貫教育推進課による見 
 守りパトロールを実施した。

・児童生徒が安全に登下校できるように、ＰＴ
 Ａや自治会と協力しながら見守り体制の充実 
 を図る。

B

Ⅱ－2－② 子ども110
番の家

・各学校で子ども110番の家の周知を行った。
・三条地区 605軒
・栄地区   50軒
・下田地区 127軒（令和３年度末時点）

・子ども110番の家の現状把握に努め、周知を図
 る。

B

Ⅱ－3－① 高齢者家庭
訪問

・新型コロナウイルスの感染防止対策として家庭訪問は行っ
 ていない。
※５月、11月に、セカンドライフ応援ステーション登録者
（1,200名）に特殊詐欺被害防止チラシを配布

・市内各地域において従来の取組を継続するこ
 とで高齢者との信頼関係を築き、特殊詐欺被 
 害防止へと繋げる。

C

Ⅱ－3－② 高齢者への
情報提供

・地域包括支援センターによって、高齢者が集まる場等で消
 費者被害に関する啓発を行った（実績２回）ほか、高齢者 
 からの消費者被害に関する相談に応じた。（実績６件）
  また、消費者被害に関する情報を得た場合には、市民な 
 んでも相談室と情報共有し、市民に対して啓発を行った。

・引き続き、機会を捉えて高齢者が集う場等で 
 消費者被害等に関する啓発講座や注意喚起を
 行い、高齢者の防犯意識の啓発を図っていく。
・また、高齢者の相談窓口である地域包括支援 
 センターでの相談対応を通して、虐待や権利 
 擁護など高齢者の身辺で起こりやすい犯罪を
 できる限り未然に防ぐよう努める。

B

Ⅱ－3－③ 高齢者等見
守り事業

・高齢者等見守り事業において、地域住民主体の見守り活動
 を行った。

【利用登録者数（見込み）】105名
【訪問員数（見込み）】63名
【上半期見守り実施回数（見込み）】3,574回
※事業開始時利用登録者数94名、訪問員数41名

・引き続き「高齢者等見守り事業」の取組の拡大に努
 める。具体的には、支え合いの体制づくりを支援す 
 る生活支援コーディネーターと連携し、集いの場へ 
 出向いての啓発やケアマネジャー等支援者に対する
 周知を行い、日常における見守り体制の整備を進め
 ていく。
・見守り事業訪問員と生活支援コーディネーターへの 
 説明会及び座談会で事業を周知し、新たに見守り対 
 象者を見出していく。これらにより、１人暮らし高 
 齢者等が安心して暮らすことができる地域づくりを
 少しずつ実現していく。

B

Ⅱ－3－④ 不審者情報
の共有化

・関係課、警察署等と連携して情報を得た不審者情報につい 
 て、メール配信、ＨＰ掲載及びTwitterにより周知した
 （17件）（環境課）
・不審者情報のメール配信17件（小中一貫教育推進課）

・警察署等の関係機関と連携を図り、児童生徒
 に危険がある事案については各学校からの 
 メール配信を通じて迅速に保護者等へ周知、
 注意喚起を行い、犯罪被害の防止を徹底する。

B

 Ⅱ 地域づくり
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【評価項目】
 A…成果目標以上の成果に達成したもの   B…成果目標どおり   C…成果目標に達成しなかったもの



２ 令和３年度三条市安全・安心なまちづくり推進計画の実施状況（概要）

事業No. 事業名 R3年実施状況 R4年実施方針 評価

Ⅲ－１－① 青少年指導委
員によるパト
ロール

○青色回転灯積載車及び徒歩による巡回実施回数
・登下校時(通学路)   186回（見込み）
・非行防止(薄暮～夜間) 150回（見込み）
             (青少年指導員74人)

・犯罪抑止効果のある青色回転灯搭載車の活用を
 図りながら、犯罪被害に合わないための効果的 
 な巡回コースの設定や積極的に青少年に呼びか 
 け、安全指導に努める。また、事件・事故がお 
 きないよう危険箇所の再確認をするほか、各地 
 域の公園等で非行の未然防止に向けた声かけを 
 するよう努める。

B

Ⅲ－１－② 敷地内パト
ロール

・夕方・夜間、休日の街頭巡回指導時、学校周辺 
 を巡視。実施回数：182回（見込み）

・青色回転灯搭載車両を使用し、目に見える「犯
 罪抑止活動」を継続して実施する。また、巡回 
 時、各コース内の小･中･高等学校周辺の継続的

B

Ⅲ－１－③ 市職員による
青色回転灯パ
トロール

・職員へパトロール実施の協力依頼を行った。 ・青色回転灯パトロールの実施可能な体制を維持 
 しながら、強化期間の設定等により職員に積極 
 的にパトロールを実施してもらう。

B

Ⅲ－１－④ 三条市通学路
安全推進会議

・６月24日に通学路安全推進会議を実施し、各学
 校及び自治会から提出された37箇所の改善要望 
 について協議した。また、６月８日に県道の合 
 同点検を実施した。
・９月21日に千葉県八街市の児童交通死亡事故を 
 受けた通学路安全推進会議を実施した。各学校
 及び自治会から提出された63箇所の改善要望に 
 ついて協議した。また、９月21日・22日に関
 係機関との合同点検を実施した。

・令和３年度、各学校で通学路危険箇所対策への 
 意識が高まったことから、令和４年度当初に改 
 めて対策危険箇所の総点検を各学校に依頼し、
 意識の高まりを継続していく。

B
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 Ⅲ 環境づくり 【評価項目】
 A…成果目標以上の成果に達成したもの   B…成果目標どおり   C…成果目標に達成しなかったもの



事業No. 事業名 R3年実施状況 R4年実施方針 評価

Ⅲ－2－① 防犯灯、街灯の
整備

・48灯の防犯灯、街灯を整備（見込み） ・地域の要望に応えることを目標とする。 B

Ⅲ－2－② 公園の整備 ・公園の樹木等伐採、剪定、除草について計画通
 り実施できた。

・適時、適切で計画的な管理を徹底する。 B

Ⅲ－2－③ 自動車駐車場及
び自転車駐車場
の管理

・市管理の駐輪場(市内５駅)については、シル 
 バー人材センター及び東光寺駅協力会に依頼し、 
 駐輪場の整理を行っている。
・前年度の放置自転車調査により、引取りのない 
 自転車109台及びバイク１台の撤去を行い、駐 
 車場の整備に努めた。また、今年度についても 
 放置自転車調査を行い、放置自転車と見られる 
 ものについては警察署へ所有者照会を行った。
・警察署からの放置自転車所有者照会の回答を受 
 け、所有者へ引取り依頼の文書を送達した。

・今後も定期的な駐輪場整理と放置自転車の調
 査、撤去等を行い、駐輪場を適切に管理する。

B

Ⅲ－2－④ 空家等の適正管
理

・文書、電話、面談等による助言・指導
 助言・指導件数：51件（見込み）
・12/17 降雪期前の空家適正管理を促す依頼文 
 の送付（98件）

・未改善の特定空家（94件）所有者等に対して、 
 改善が見られるまで継続的に助言・指導を行 
 う。

B

Ⅲ－3－① 住宅等の防犯対
策チラシの設置

・防犯対策のチラシや悪質な訪問販売を防止する
 ためのステッカー等を窓口に設置し、来庁者へ 
 の情報提供に努めた。

・様々な市民層が訪れる市役所という場所を活 
 用し、効果的な情報提供に努める。

B

Ⅲ－3－② 市民なんでも相
談

【市民相談件数】749件（見込み）
 家庭、高齢福祉、住環境、財産など
【消費生活相談件数】321件（見込み）
 ワンクリック請求、架空請求、商品役務契約時
トラブル、多重債務など

・引き続き、関係機関と連携を図りながら、市
 民の様々な心配ごとや悩みごとの相談を受け 
 付ける。また、悪質商法や特殊詐欺の被害防 
 止の啓発に取り組むとともに、積極的に相談 
 窓口の周知も行う。

B

Ⅲ－3－③ 相談体制の整備 【市民相談】
 警察への相談を勧めた：16件（見込み）

【消費生活相談】
 警察への相談を勧めた：11件（見込み）

・関係部署との連携を推し進め、的確な相談が 
 行えるよう努める。

B

 Ⅲ 環境づくり
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２ 令和３年度三条市安全・安心なまちづくり推進計画の実施状況（概要）
【評価項目】

 A…成果目標以上の成果に達成したもの   B…成果目標どおり   C…成果目標に達成しなかったもの



  (1) 刑法犯認知件数
    平成28年を基準年、令和４年を目標年として刑法犯認知件数を
   491件から343件に減少(148件、減少率30％)させる。

平成28年
491件

令和４年
343件

（減少率30％）

(1) 刑法犯認知件数
  基準年である平成28年の件数から148件
減（減少率30％）の343件という目標に対
し、令和３年実績では、20件減（減少率
34％ ）の323件となっており、目標を達成
している。

(2) 特殊詐欺被害件数
    前年度と比較して、件数は８件減（減少
率47.1％ ）の９件、被害額は3,276万円減
（減少率70.7％ ）の1,360万円となり、目
標を達成している。

(3) 窃盗犯件数
 前年度と比較して、件数は５件減（減少
率2.3％ ）の208件となり、目標を達成して
いる。

（2） 特殊詐欺被害件数

   (3) 窃盗犯件数

 前年比減

年 H28年 H29年 H30年 R１年 R2年 R3年
件 数 11 14 6 13 17 9

対前年度比 ―
▼21.5％ ▼57.1% △216.6% △30.8% ▼47.1%
△３件 ▼８件 △７件 △４件 ▼８件

被害額（万
円）

1,860 1,691 2,300 1,080 4,636 1,360

対前年度比
（万円）

―
▼9.1％ △26.5% ▼53.0% △429.3% ▼70.7%
▼169 △609 ▼1,220 △3,556 ▼3,276

年 H28年 H29年 H30年 R１年 R2年 R3年 R4年

件 数 491 387 433 401 360 323 343

対目標年比 基準年 △44件 △90件 △58件 △17件 ▼20件 目標年

― ―
▼21.2％ ▼10.6% △8.0% ▼10.2% ▼10.3%

―
▼104件 △46件 ▼32件 ▼41件 ▼38件

目標

 前年比減

年 H28年 H29年 H30年 R１年 R2年 R3年

件 数 345 254 307 259 213 208

対前年度比 ―
▼26.4％ △20.9% ▼15.6% ▼17.8% ▼2.3%

▼91件 △53件 ▼48件 ▼46件 ▼５件

３【参考】犯罪発生状況（三条市安全・安心なまちづくり推進計画評価指標）

目標

目標

９

達成状況等

安全・安心なまちづくり推進計画に掲げた犯罪の発生状況について評価するもの。


